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PRESS RELEASE 

地方独立行政法人岩手県工業技術センター 
http://www2.pref.iwate.jp/~kiri/ 
〒020-0857  岩手県盛岡市北飯岡2-4-25 TEL：019-635-1115 FAX：019-635-0311 

          E-mail： naitou@pref.iwate.jp 

担  当： デザイン部 内藤 廉二 

※ ご不明な点がございましたら、電話またはメールにてお問い合わせください。 

「木材加工技術講習会～漆を知る～」を開催します 

技術で復興を 

お手伝いします 

 この度、岩手県工業技術センター（理事長 木村卓也）では木材加工技術に関する講
習会を開催することとしましたのでご案内いたします。 

 ウルシの木部を木工材料として活かすため、木材としての材質や、樹液（うるし）の
塗料・塗装法に応じた精製工程や評価方法などを解説します。 

名称  木材加工技術講習会 ～漆を知る～ 

日時 平成30年３月９日（金）  14:15～16:30 

場所 
岩手県工業技術センター ３階 中ホール 
〒020-0857 岩手県盛岡市北飯岡2丁目4番25号 TEL 019-635-1115 

対象 
県内の家具建具製造業、木製品製造業、漆器製造業、サービス業（デザイ
ン）、製材業、木材販売、県市町村の産業振興に携わる方 

参加費  無料 

定員 定員40名 ※定員になり次第締切とさせていただきます 

共催 
地方独立行政法人岩手県工業技術センター、岩手木工研究会、 
木を勉強する会  

講師 
元 岩手県工業技術センター 首席専門研究員兼環境技術部長 浪崎 安治 
岩手県工業技術センター デザイン部 上席専門研究員 小林 正信 

内容 

１  ウルシの木の材料的考察 
樹液を「漆（うるし）」として利用するため栽培されているウルシの木は、

かつては農耕資材や漁網の浮に盛んに使用されていましたが、現在はそ
の需要もなくなっています。そのウルシの木を木工材料として活かすため
にその材質を解説します。 

2. うるしの精製と評価方法 
 ウルシの木から採取した樹液を「生漆（きうるし）」といい、塗料・塗装法
の目的に応じて、さらに精製・加工します。その工程や塗料としての評価方
法、うるしの性質などを紹介します。 

http://www.pref.iwate.jp/~kiri/index.html


 

 

参 加 申 込 書 

（平成 30 年 3 月 9 日 木材加工技術講習会） 

 

送信先 

岩手県工業技術センター 

  デザイン部 内藤 あて 

ＦＡＸ ０１９－６３５－０３１１ 

e-mail  CD0002@pref.iwate.jp 

 

 

貴社名・団体名                               

 

ご連絡先 〒                                

 

担当者氏名           TEL          FAX           

 

参加者 

氏 名 所 属 e-mail（差支えなければご記入ください） 

   

   

   

 

ご連絡事項 

 

 

 


